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よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

同
県
議
会
は
３
月
、
早
期
開
門
を
求
め
る

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
。
視
察
は
海

洋
環
境
保
全
や
水
産
資
源
確
保
を
趣
旨
と

す
る
調
査
の
一
環
。
佐
賀
県
議
団
が
営
農

者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
の
は
初
め
て
。 

 

一
行
は
北
部
排
水
門
近
く
の
堤
防
管
理

事
務
所
を
訪
れ
た
後
、
中
央
干
拓
地
へ
。

農
業
生
産
法
人
の
事
務
所
で
は
、
営
農
者

が
議
員
に
「
開
門
さ
れ
る
と
塩
害
で
営
農

が
難
し
く
な
る
」「
水
源
確
保
が
心
配
」
な

ど
と
開
門
反
対
を
訴
え
た
。 

中
央
干
拓
地
の
前
面
堤
防
で
は
、
農
水

省
の
職
員
が
調
整
池
の
環
境
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
議
員
か
ら
は
「
堤
防
を
閉
め
切

っ
た
こ
と
で
潮
の
流
れ
が
遅
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
」
な
ど
の
質
問
が
で
た
。
中
倉

委
員
長
は
視
察
後
、
営
農
に
つ
い
て
「
水

を
ど
う
す
る
の
か
が
一
番
問
題
だ
ろ
う
。

佐
賀
、
長
崎
は
昔
か
ら
一
緒
に
や
っ
て
き

た
の
で
解
決
策
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」

と
話
し
た
。 

説
明
を
求
め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。 

 

０
４
年
、
自
民
政
権
時
代
の
農
水
省
が

中
長
期
開
門
調
査
を
見
送
っ
た
理
由
に
、

開
門
に
よ
る
被
害
防
止
に
相
当
な
対
策

（
費
用
）
と
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
挙
が

っ
て
い
た
。
こ
の
時
と
同
じ
よ
う
な
財
源

論
の
浮
上
に
、
漁
業
者
た
ち
が
危
機
感
を

抱
く
の
も
無
理
は
な
い
。
有
明
海
再
生
は

待
っ
た
な
し
で
あ
り
、
同
じ
轍
を
踏
む
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。
国
が
予
算
編
成
で
開

門
調
査
の
優
先
順
位
を
示
す
の
は
、
ま
さ

に
政
治
主
導
の
出
番
で
あ
る
。 

 

政
府
与
党
検
討
委
員
会
報
告
書 

 

諌
早
湾
干
拓
事
業
の
開
門
調
査
の
是
非

を
協
議
し
て
き
た
検
討
委
が
４
月
末
、
開

門
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
と
ま
と

め
た
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
上

で
、
防
災
や
干
拓
営
農
、
漁
業
へ
の
万
全

の
対
策
を
取
っ
て
地
元
関
係
者
の
理
解
を

得
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。 

 

自
民
政
権
と 

同
じ
轍
踏
む
な 

防
災
費
な
ど
過
大
試
算 

【
佐
賀
・
８
月
２
２
日
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
の
開
門
問
題
で
、

こ
こ
に
き
て
防
災
や
農
漁
業
な
ど
の
対

策
費
撤
出
が
調
査
実
施
の
ハ
ー
ド
ル
に

浮
上
し
て
い
る
。
決
断
を
先
送
り
し
て
き

た
山
田
正
彦
農
相
は
９
月
に
長
崎
や
佐

賀
な
ど
関
係
４
県
を
訪
問
し
判
断
す
る

考
え
だ
が
、
農
水
省
が
８
月
末
の
２
０
１

１
年
度
予
算
概
算
要
求
に
開
門
費
用
を

盛
り
込
め
る
か
ど
う
か
が
焦
点
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。 

 

山
田
農
相
は
今
月
６
日
、
７
月
の
有
明

海
再
生
県
民
大
会
の
報
告
と
と
も
に
開

門
の
判
断
を
促
す
吉
川
康
佐
賀
県
知
事

ら
に
、
必
要
な
予
算
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。 

 

同
日
の
記
者
会
見
で
も
、
「
開
門
調
査

が
適
当
」
と
し
た
政
府
与
党
検
討
委
員
会

の
報
告
書
が
、
防
災
な
ど
万
全
の
事
前
対

策
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
引
き
合

い
に
、
財
源
論
を
持
ち
出
し
て
い
る
。 

山
田
農
相
は
「
そ
れ
だ
け
の
予
算
を
か
け

る
余
裕
が
あ
る
か
ど
う
か
大
変
難
し
い

話
。
開
門
調
査
に
効
果
が
あ
る
の
か
ど
う

か
も
含
め
て
、
も
う
１
回
判
断
し
た
い
」

と
述
べ
た
。 

 

概
算
要
求
基
準
は
各
省
庁
一
律
に
既

存
経
費
の
１
割
カ
ッ
ト
と
な
り
、
農
水

省
は
１
１
年
度
か
ら
本
格
実
施
す
る
農

家
へ
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
財
源
確

保
を
最
優
先
に
し
て
い
る
こ
と
が
背
景

に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
反
対
の
態
度
を
崩
さ
な
い
長

崎
県
は
対
策
費
用
を
主
要
な
理
由
に
挙

げ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
農
水
省
は

事
前
対
策
の
内
容
や
費
用
を
示
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
２
０
０
３
年
の

中
長
期
開
門
調
査
検
討
会
議
で
は
約
６

３
０
億
円
と
試
算
。
さ
ら
に
長
崎
県
は

国
の
試
算
に
加
え
干
拓
背
後
地
の
旧
堤

防
の
補
強
や
排
水
ポ
ン
プ
設
置
な
ど
新

た
に
５
０
億
円
の
加
算
が
必
要
と
し
て

い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
諫
干
訴
訟
の
原
告
・

弁
護
団
や
有
明
海
再
生
を
目
指
す
市
民

団
体
は
、
農
水
省
試
算
で
も
「
過
大
な

算
定
だ
」
と
反
発
す
る
。
い
き
な
り
全

開
す
る
前
提
の
農
水
省
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
疑
問
を
示
し
、
段
階
的
に
開
門

す
れ
ば
排
水
門
の
保
全
費
４
２
２
億
円

な
ど
が
不
要
と
し
、「
１
０
分
の
１
程
度

の
費
用
で
可
能
」
と
主
張
し
て
い
る
。 

検
討
委
メ
ン
バ
ー
の
川
崎
稔
参
院
議
員

は
「
排
水
門
の
開
け
方
と
費
用
は
リ
ン

ク
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
開

け
る
方
法
は
あ
る
。
今
後
も
農
水
省
に

【
長
崎
・
８
月
２
４
日
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
排
水
門
開
門
問
題

で
、
佐
賀
県
議
会
の
有
明
玄
海
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会
（
中
倉
政
義
委
員

長
）
は
２
３
日
、
諫
早
市
の
中
央
干
拓
地

な
ど
を
視
察
し
た
。
同
県
議
会
は
開
門
調

査
に
賛
成
の
立
場
だ
が
、
反
対
し
て
い
る

入
植
者
な
ど
か
ら
説
明
も
受
け
た
。 

 

佐
賀
県
議
団
が
諫
干

視
察 

 

開
門
調
査
賛

成
の
立
場
で 

【
毎
日
・
８
月
２
０
日
】
諫
早
湾
干
拓
事

業
の
開
門
調
査
に
つ
い
て
は
「
諫
干
は
も

う
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
開
門
し
た
ら
お

か
し
な
こ
と
に
な
る
。
落
ち
着
い
た
漁
場

が
ま
た
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
。
開
門
す
べ

き
で
は
な
い
」
と
強
調
し
た
。
政
府
・
与

党
の
検
討
委
が
「
開
門
は
妥
当
」
と
し
た

報
告
書
は
「
あ
れ
は
メ
モ
」
と
黙
殺
す
る

考
え
を
示
し
た
。 

西
岡
参
院
議
長 

諫
干

検
討
委
の
報
告
書
黙
殺 


